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５．その他 

報告１．２０22年度事業計画 
（2022年4月1日から2023年3月31日まで） 

【企画運営活動】 

１．第３９回社員総会 

５月２７日・大阪科学技術センターで開催予定。主な議題は、①２０２１年度事業報告承認の件 

②２０２１年度貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録承認の件 ③役員選任の件、④名誉会員推

戴の件、 ⑤その他（２０２２年度事業計画報告・２０２２年度収支予算報告・新終身会員報告）。

２．理事会 

本会の意思決定機関として、本会の事業活動を担っている事業企画委員会、会誌委員会、各種委員会、

特別委員会等の活動状況の報告をうけ、定款によって定められた審議事項並びに会全体の運営に係わる

事項についての審議・決定を行う。２０２２年度は第２１６回～２１９回の４回を開催予定。 

３．委員会等 

会長の諮問に答え、また委員会規程に基づき各種の業務執行にあたる。２０２２年度は下記１１の委員

会及び監査会を設置する。 

① 人事・財務委員会

定款第４６条に基づいて事務局職員の任免並びに給与等及び本会の予算案の編成並びに経理と財

務を掌理し、長期的財政の安定を図る。２０２２年度は１～２回を開催予定。

② 事業企画委員会

本会の目的達成のため必要な事業企画を掌理する。２０２２年度は６回を開催予定。

③ 会誌委員会

会誌委員会は、理事会と会誌（『近畿化学工業界』）編集委員会との間の意思疎通を円滑にし、必

要に応じて、会誌の編集等に協力する。２０２２年度は１２回を開催予定。

④ 技術賞委員会

表彰規定に基づく事項を掌理する。２０２２年度は２～３回を開催予定。

⑤ 総務委員会

総務委員会は、総務的事項並びに他の委員会に該当しない事項で、本会の運営上必要かつ重要な事

項を掌理する。また必要に応じて、新規会員（特別及び正会員）獲得のため各委員会が行うイベン

ト等の情報共有・調整を行う。２０２２年度は２～３回を開催予定。

⑥ 合同事務局運営委員会

一般財団法人大阪科学技術センタービル６０８号室に同居する化学系の学術５法人の運営に関す

る事項を合同事務局運営規則（部屋代・人件費・社会保険料・事務局運営経費等の経費分担）によ

り掌理する。２０２２年度は数回の開催を予定。

⑦ 研究部門委員会

部会の運営、改廃を掌理し、また本会の目的のための必要な部会・研究会の設置について審議する。

２０２２年度は１～２回を開催予定。

⑧ 国際交流委員会

これまでの開催行事の経緯等について収集した情報をもとにした関係イベントの開催のほか、中長

期的観点で今後の活動を検討する。２０２２年度は１～２回を開催予定。

⑨ 男女共同参画推進委員会

男女共同参画推進委員会は、本会の男女共同参画を推進するための具体的な事業等の企画立案を行

う。２０２２年度は１～２回を開催予定。
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⑩ 情報化委員会

本会の効率的・効果的運営に必要な情報化社会システムの活用について企画、推進する。２０２２

年度は１～２回を開催予定。

⑪ 役員選考委員会

２０２３～２０２４年度理事・監事候補者の選考のため、会長に指名された委員にて審議する。

２０２２年度は１～２回を開催予定。

⑫ 監査会

定款第２５条に掲げる監事の業務を執行する。①理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところ

により、監査報告を作成する。②理事及び事務局に対して事業の報告を求め、本会の業務及び財産

の状況を調査する。２０２２年度は１回を開催予定。

そのほか特別委員会を必要に応じて開催。 

【国際研究集会・国際交流事業】（公益目的事業１） 

多くの日本の研究者及び化学系企業が進出している海外の下記拠点において大学、研究機関、企業の技

術者を対象とした技術交流会（学術講演会・見学会）を開催し、学術研究や異種産業技術間の連携・交

流の場を提供する。会員・非会員に関係なく広範に参加を募り、我が国科学技術の振興と社会経済に貢

献することを目的とする。 

１．韓国工業化学会との交流 

２０２２年度は情報交換及び化学啓発行事である韓国化学工業会の年会の内容などを本会機関誌及

び韓国の連絡拠点を通じて大学、企業に周知して参加を促す。 

２．日中化学産官学交流 

中国、上海における技術交流及び人的ネットワークの構築のために上海化学産官学交流会及び上海サ

ロンの内容などを本会機関誌及び中国の連絡拠点を通じて大学、企業に周知して参加を促す。

３．より広い地域との交流事業を企画実行する。 

【優れた研究業績の顕彰事業】（公益目的事業２） 

化学工業振興の見地より若い研究者及び技術者の優れた業績を発掘するとともに、化学技術の発展に向

けての更なる貢献を期待し、その業績をたたえ激励することを目的として、化学・環境技術賞を設けて

顕彰を行う。 

１．２０２１年度第７４回化学技術賞授賞者３件・７名、並びに第２２回環境技術賞授賞者５件・１６名

の表彰を行う。 

２．２０２２年度第７５回化学・環境技術賞の審査、選定（３月） 

２０２２年度より「化学技術賞」と「環境技術賞」を統合する。 

第７５回「化学・環境技術賞」 

２０２２年度内における化学に関連する研究・技術で工業的・社会的・学術的価値が明らかになった

もの、および地球環境との共存並びにその維持・改善を積極的に意識し、方向付けがなされた新技術・

改良技術で工業的・社会的・学術的価値が明らかになったものについて、本会の定款及び表彰規定に

基づき技術賞審査委員会にて選定する。 
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【人材育成のための研修事業及び能力開発事業】（公益目的事業３） 

１．第４４期研修塾 

会員企業より選抜された３０歳代の技術者、研究者を対象に１年を通じて人格並びに人脈形成を図る。

明日の産業界を担う次代の人材育成を主旨に、自らに討議主題を課すと共に自らの頭で考える力を涵

養し、また、第一線でご活躍の講師を招いて、その人間性や思想に触れる中でお互いに研鑽し、資質を

磨き、人脈並びに人格形成を図る。（塾生１７名） 

塾  頭 ：松本 章一（大阪公立大学大学院工学研究科教授） 

副塾頭 ：宮田 幹二（大阪大学産業科学研究所招へい教授） 

 〃  ：藤田 健一（京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 

２．学術セミナー・講習会 

本会の目的達成をするために事業企画委員会で化学に関する専門的な学術セミナー・学術講習会・学術

講演会・見学会等の開催により、科学技術の普及・振興を図る。 

２０２２年度は下記７件を実施予定。 

事業企画委員長：西山  豊（関西大学化学生命工学部教授） 

① 第２７講研究開発リーダー実務講座２０２２（７月～１２月の毎月１回、全６回）

② 第２回ものづくりプロセス基礎講習シリーズ＜オンライン＞

③ 近化電池セミナー

④ 近化新春セミナー２０２３

⑤ 第１９回キンカ高分子化学研修コース

⑥ 近化若手フォーラム【第５回】

⑦ 近化サミット

３．学術講演会 

本会社員総会終了後の特別講演会として５月２７日・大阪科学技術センターとオンライン形式の併用

で開催を予定。 

「地殻変動の世界と日本の進むべき道」 

日本電産(株)顧問・大阪工業大学客員教授 田邊 隆一氏 

４．男女共同参画推進フォーラム  

本会社員総会終了後の講演会として５月２７日・大阪科学技術センターとオンライン形式の併用で開催 

を予定。 

「何故ダイバーシティ＆インクルージョンに取り組むのか？」 

日本アイ･ビー･エム(株)取締役副社長 福地 敏行氏 

５．見学会（科学技術週間協賛行事）＜開催中止＞ 

科学技術の普及啓発活動の一環として、科学技術に関し、ひろく一般国民の関心と理解を深め、もって

我が国の科学技術の振興を図ることを目的に見学会を年１回企画・実施する。 

【化学に関する知識普及及び情報の提供事業】（公益目的事業４） 

機関誌「近畿化学工業界」を月刊誌として、化学工業に関する広巾な知識の普及と情報の提供を行うこ

と及び情報の交換の場とすることを目的として発行する。記事内容は共通する事項を網羅して、専門以

外の幅広い化学分野の最先端の動きを掲載することにより、化学技術の普及と振興を図る。 

１．会誌「近畿化学工業界」は電子版と冊子版で刊行する。 

２０２２年度は第７４巻第４号～第７５巻第３号(通巻８２８号～８３９号)を刊行（月刊）予定。 

編集委員長：今田 泰嗣（徳島大学大学院社会産業理工学研究部） 
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【技術交流事業】（共益事業１） 

特定分野に限らない学術講演会・サロン・見学会・交流会の開催により、科学技術の普及、振興を図る。 

１．キンカ東京サロン 

東京在住の会員の世話による、斯界の第一人者を招いた化学の関する学術講演と討論を行い会員交流・

技術情報の交換を図る。年５回の開催を予定。（４、６、９、１１、２月） 

２．キンカつくばサロン 

筑波在住の会員の世話による、斯界の第一人者を招いた化学に関する学術講演と討論を行い会員交流・

技術情報の交換を図る。年１回の開催を予定。 

３．キンカ京都化学者クラブ 

京都在住の会員の世話による、斯界の第一人者を招いた化学に関する学術講演と討論を行い会員交流・

技術情報の交換を図る。原則として毎月第１土曜日に開催予定。 

４．第７５回新年交歓会 

化学並びに化学工業界の発展に尽くされた名誉会員をはじめ、大先輩をお招きして、産官学の会員が一

堂に会して、情報交換と交流を行う。 

２０２２年度は２０２３年１月２０日・大阪科学技術センターにて開催予定。 

５．化学技術アドバイザー会（キンカＣＡ） 

アドバイザー登録者(近畿化学協会正会員の有志９６名)による自主運営とし、近畿化学協会での位置

づけ（組織図）は、研究部門委員会（専門部会・目的研究会）の規程を準用する体制のもとで活動を行

う。

会員企業及び一般企業から依頼により技術相談を行う。

工学倫理研究会、化学教育研究会、安全研究会、ＭＯＴ研究会では登録会員間の情報交換・懇談会及び

これまでの経験を生かした社会への貢献、啓発活動を行う。

【専門部会事業】（共益事業２） 

化学の専門分野に応じた９の各専門部会を設置し、各専門部会が部会の目的に沿って部会員の活動の場

となり、部会員が協力して科学技術の振興を図る。部会員相互の学術的及び技術的知識の増進を図ること

を目的として、例会（学術講演会）、基礎講習会、学術講習会、学術セミナー、討論会、シンポジウム、

フォーラム、公開講演会、懇話会等を行う。

第１部会（有機金属部会） 

有機金属化学における基礎研究並びにスペシャリティケミカルズの開発に関する研究会として例会（学術

講演会）・学術セミナー・討論会等の実施及び知識普及事業として部会機関誌 Organometallic Newsを刊

行予定。 

・部会長：大江 浩一（京都大学大学院工学研究科）部会員数 ５３０名

・例会：年４回開催

・第４８回有機金属化学セミナー（６月１５日・オンライン）

・第６８回有機金属化学討論会（９月６～８日・東京工業大学大岡山キャンパス）

・部会機関誌 Organometallic News２０２２ No.２～３,２０２３ No.１(Web版),２０２２冊子体刊行

第２部会（合成部会） 

有機合成化学の基礎研究並びに医薬、農薬、エネルギー開発、生体模倣材料の合成化学的開発に関する研
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究会として合成フォーラム等を実施。部会内に設置されたフロー・マイクロ合成研究会では、自動合成や

マイクロリアクターを使った合成に関する研究会として研究会（学術講演会）、公開講演会＆展示会等を

実施予定。

・部会長：杉野目 道紀（京都大学大学院工学研究科）部会員数 ２７３名

・合成フォーラム：年２回開催

・公益社団法人有機合成化学協会関西支部主催の関連行事を支援

［フロー・マイクロ合成研究会］ 

・代表：深瀬 浩一（大阪大学大学院理学研究科）会員数 ２７１名

・例会：年３回開催

・第３６回公開講演会＆展示会（８月５日）

第３部会（触媒・表面部会） 

触媒化学の基礎研究並びにファインケミカルズ開発の触媒設計等に関する研究会としてキャタリストク

ラブ例会（学術講演会・研究発表会）、学術セミナー、学術講習会、国際シンポジウム等を実施予定。

・部会長：池永 直樹（関西大学環境都市工学部）部会員数 １４４名

・例会：年２回開催

・入門触媒科学セミナー（１０月１１日、１２日・大阪科学技術センター）

・ナノ材料の表面分析講習（１１月２４日、２５日・近畿大学）

・Osaka-Kansai International Symposium on Catalysis (OKCAT)（秋・大阪公立大学（予定））

第４部会（ヘテロ原子部会） 

脱硫、脱硝に伴う副生物の有効利用、ヘテロ原子化学の基礎研究並びに応用開発に関する研究会として懇

話会（学術講演・見学会）等を実施。 

・部会長：森  敦紀（神戸大学大学院工学研究科）部会員数 １６３名 

・懇話会：年３回開催

第５部会（バイオ部会） 

バイオテクノロジーの基礎研究並びに工業生産技術開発に関する研究会として例会（学術講演会）等を実

施予定。 

・部会長：跡見 晴幸（京都大学大学院工学研究科）部会員数 １０５名

・例会：年２～３回開催

第６部会（機能性色素部会） 

機能性色素材料の基礎研究並びにデザイン、合成、物性等に関する研究会として例会（学術講演会）、公

開講演会及び２年に１回２００名規模の機能性色素および先端材料に関する東アジアシンポジウム(ＥＡ

Ｓ)を日本またはアジア地域において実施予定。 

・部会長：内田 欣吾（龍谷大学先端理工学部）部会員数 １６３名

・例会：年３回開催

・見学研修セミナー［エレクトロニクス部会と共催］

・合同公開講演会［エレクトロニクス部会と共催］（１０月１９日）

第７部会（エレクトロニクス部会） 

電子材料の新素材研究と学際領域の技術開発に関する研究会として例会（学術講演会）、研修セミナー、

公開講演会等及び、部会機関誌 Electronics Communicationsを刊行予定。 

・部会長：中山 健一（大阪大学大学院工学研究科）部会員数 １２８名
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・例会：年３回開催

・見学研修セミナー［機能性色素部会と共催］（前出）

・合同公開講演会［機能性色素部会と共催］（前出）

・部会機関誌 Electronics Communications No.３８ 電子版刊行

第８部会（コンピュータ化学部会） 

物質のデザイン、生産工程のコントロール、人工知能開発研究に関する研究会として例会（学術講演会）、

公開講演会、公開セミナー等を実施予定。 

・部会長：田中 成典（神戸大学大学院システム情報学研究科）部会員数 ８３名

・公開セミナー年３回開催

第９部会（重合工学部会） 

重合体製造プロセスに関する研究会として例会（学術講演会）、重合プロセスの基礎講習会、重合工学レ

クチャーシリーズ等を実施予定。

・部会長：安田 昌弘（大阪公立大学大学院工学研究科）部会員数 ５４名

・例会：年１回開催

・重合プロセスの基礎講習会

・重合工学レクチャーシリーズ

＊ 上記の他、各部会運営委員会にて独自の企画を随時実施。 

【学協会との連携及び合同事務局の運営事業】（共益事業４） 

１．学協会との連携及び合同事務局運営事業 

一般社団法人近畿化学協会・公益社団法人日本化学会近畿支部・公益社団法人化学工学会関西支部・公

益社団法人日本分析化学会近畿支部・公益社団法人有機合成化学協会関西支部の５法人で「合同事務局

運営委員会」を組織して合同事務局の運営を行う。 

２．関連学協会行事協賛 

化学分野の学術団体が主催する学術セミナー・学術講演会などの行事に協賛し、内容を会誌などで会員

に周知する。会員が行事に参加する場合は各主催者で定めた割引費用で参加できる。 

２０２２年度事業計画の付属明細書 

２０２２年度事業予定には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に

規定する付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 
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